
「全国学力・学習状況調査」の結果と子どもたちの学力向上に向けて

～平成３０度全国学力・学習状況調査から見えてきたこと～ 
家庭学習はできていますか？読書はしていますか？

１ 教科に関する調査結果について（公立学校の平均正答率）

小学校６年生 中学校３年生 

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科 

京都市 74 57 66 54 64 77 62 67 48 66 

全国との差 ＋3.3 ＋2.3 ＋2.5 ＋2.5 ＋3.7 ＋0.9 ＋0.8 ＋0.9 ＋1.1 ▲0.1 

全 国 70.7 54.7 63.5 51.5 60.3 76.1 61.2 66.1 46.9 66.1 

○全教科の対全国指数の経年比較（全教科合計の全国平均を100としたときの本市の値の推移）

＊ 22，24年度は抽出調査のため除く（23年度は東日本大震災により中止） 

保護者・地域の皆様へ 

京都市立学校全体の平均正答率は，小学校では国語，算数，理科の3教科全てで全国平均を上

回りました。中学校では国語，数学の2教科は全国平均を上回り，理科は全国平均と同等の結果

となりました。これは，子どもたちの頑張りと，保護者・地域の皆様のご理解とご協力，教職員

の熱意溢れる実践の成果と考えますが，子どもたち一人一人の結果にはそれぞれ課題が表れてい

ます。 

 学校におきましても，子どもたち一人一人を大切に，日々分かりやすい授業に努めていますが，

子どもたちの基本的な生活習慣・家庭学習をはじめとした自学自習の習慣化のような『家庭での

過ごし方』については，保護者・地域の皆様のご理解とご協力が不可欠です。 

ここでは，特に気になる『アンケート項目』と『教科の平均正答率』の関係について紹介して

います。ぜひ，子どもたちの放課後をはじめとする家庭での過ごし方について，ふり返ってみて

ください。 

そして，子どもたちが夢と希望を持ち，家庭や社会の中で自分の役割を果たしながら，自分ら

しい生き方を実現できるよう，豊かな学びと健やかな育ちに向け，学校とともに，子どもたちを

あたたかく見守り，励ましていただければ幸いです。 



２ アンケート項目と教科の平均正答率の関係について 

○平日の学習時間 ○計画的な学習の実施状況 

○平日の読書時間 

 回答別生徒割合  

 平均正答率との関係  

 平均正答率との関係  

 回答別児童割合  

平日の授業以外の学習時間が「3時間以上」と回答した子どもの割合（小学校17.3％，中学校13.1％）は全国平均より 

も多く，家庭学習にしっかりと取り組めている子どもたちが全国に比べて多くいることがわかります。一方，「３０分より少 

ない（「全くしない」を含む）」と回答した子どもの割合（小学校11.9％，中学校19.1％）も全国平均よりも多く，家での 

勉強時間が十分でない子どもたちがいることも伺えます。また，自分で計画を立てて勉強を「していない」，「あまりしていな 

い」と回答した子どもの割合（小学校36.8％，中学校56.2％）も全国平均より大きく，計画を立てて勉強することが苦手な 

傾向も見られます。 

「家庭学習にしっかりと取り組めているほど，正答率が高くなる」のは，京都市も含め全国的な傾向です。学校で指導いた 

しますが，ご家庭でも授業の予習や復習，宿題等に計画的に取り組み，自学自習の習慣を身につけることのできる環境を整 

えていただきますようお願いします。 

中学校

小学校

 回答別生徒割合  

 平均正答率との関係  

中学校

小学校

平日の読書時間が「１０分よりも少ない（「全くしない」を含む）」と回

答した子どもの割合（小学校３６.0％ 中学校５０.７％）は，全国平均よ

りも大きく，特に中学生の読書時間が十分でない様子が伺えます。 

「読書を全くしない子どもたちの正答率は，読書をする子どもたちと比

べて低い」のは，京都市も含め全国的な傾向です。学校では，読書習慣の

定着に向け，朝読書の実施等，読書活動の充実を図っています。 

ご家庭でも読み聞かせや好きな本を話題にするなど，子ども 

たちが読書の楽しさを知り，読書の幅を広げるような環境を整 

えていただきますようお願いします。 

 回答別児童割合  

 平均正答率との関係  

 平均正答率との関係  

 平均正答率との関係  

 回答別児童割合  

 回答別生徒割合  中学校

小学校

全国比＋2.0 

全国比＋6.3 

全国比＋4.8 

全国比＋2.6 

全国比＋4.5 

全国比＋8.4 

全国比＋4.3 

全国比＋2.4 
全国比▲3.3 

全国比▲5.7 



京都市の学力向上の取組 

１ 京都市小中一貫学習支援プログラムの活用 

義務教育の確かな学びをつなぐ本市独自の取組である

「京都市小中一貫学習支援プログラム」では，宿題を含

む予習や復習，既習事項が定着したかどうかをみる確認

テストなどを通して，家庭学習をはじめとした自学自習

の学習習慣（計画→事前学習→確認テスト→結果→事後

学習）を身につけるための「プログラム」を実施してい

ます。

確認テストからわかる，子どもたちがつまずきやすい

ポイントや学力の定着に課題が多い単元・領域について

は，実施回ごとに，わかりやすい資料をご家庭にお渡し

しています。また，学校においては，全国調査の結果とともに，京都市独自

の分析システムにより多面的で詳細な結果分析を行い，教職員間，さらに小・

中学校間でその情報を共有し，授業改善と個々の子どもたちの指導に活かし

ています。ご家庭でも，本プログラムで配布する事前学習教材や事後学習教

材等をご活用いただき，自学自習の習慣を身につけることのできる環境を整え

ていただきますようお願いします。

２ 小中一貫教育の推進・充実 

義務教育９年間の学びと育ちを見通した「小中一貫教育」については，平成 23 年度以降，全ての

中学校区で取組を進めています。小中一貫教育推進に関する「５つの視点」として，「小中一貫教育目

標の設定」，「教育課程／指導形態の工夫・改善」，「教育活動の連続性の確保」，「教職員間の連携・協

働」，「家庭・地域との連携・協力」を定め，小学校・中学校の教職員が目指す子ども像を共有し，学

力状況等子どもたちの実態を踏まえて中学校区の状況に応じた小中一貫教育を推進しています。小学

校高学年での教科担任制の導入や中学校での小学校の授業形態（めあてやふりかえりの徹底等）を参

考とした授業の工夫等，互いがそれぞれの良さを取り入れ，指導力の向上を図ってい

ます。これらの取組によって，中学校進学時に新しい環境での学習や生活に不適応を

おこす「中１ギャップ」の緩和などの成果をあげています。 

さらに，平成 27 年度末には，５つの視点に基づく取組をさらに推進するための指

針である「京都市小中一貫教育ガイドライン（試案）」を策定しました。現在，全ての

中学校区において，義務教育卒業時に目指すべき子ども像やその実現に向けた「軸と

なる取組・活動」などを明らかにした「小中一貫教育構想図」を作成し，中学校区の

状況に応じた具体的な実践に取り組んでいます。 

３ 授業等での指導の工夫・改善や課題のある学校への支援 

 各学校では，授業冒頭での学習の「めあて」の提示と授業終わりでの「ふりかえり」の実施，子ど

もたちの主体性や学習意欲を引き出す「学び合い」のある授業づくりの工夫等，日々取組の徹底と更

なる改善を図っています。 

他にも，基礎的・基本的な学力の定着に一定の取組が必要と認められる中学校区や学力向上に積極 

的に取り組もうとする中学校区に対して，教育委員会の学力向上プロジェクトチームが中心となって， 

重点的に支援しています。 

学年 時期 教科 名称 

小３ １月 国語，社会，算数，理科 
プレジョイント 

プログラム 小４ 
８～９月 国語，算数 

１月 国語，社会，算数，理科 

小５ 
８～９月 国語，算数 

ジョイント 

プログラム 

１月 国語，社会，算数，理科 

小６ 

８～９月 国語，算数 

１月 国語，社会，算数，理科 

４月(中１) 国語，算数 

中１ 
１０月 

国語，社会，数学，理科 

英語 

学習確認 

プログラム 

１～２月 

中２ 

７月 

１０月 

１～２月 

中３ 
５月 

１０月 

京都市立学校で実践されている学力向上・授業改善の取組事例について 

各学校で実践されている学力向上・授業改善の具体的な取組については，京都市が発行しているリーフレット 

「学びのコンパス～小中学校の実践から子どもたちの学力向上への「進路」を示す～」をご覧ください。 

http://www.city.kyoto.lg.jp/kyoiku/page/0000158413.html 

（京都市教育委員会トップページ ＞ 学校教育 ＞ 小中一貫教育・学力向上 ＞ 全国学力・学習状況調査）

平成３０年１０月 京都市教育委員会 学校指導課 


